
農
山
漁
村
で
民
泊
体
験
を

Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
、
法
人
登
録

観
光
庁
　

確
立
へ
の
取
り
組
み
支
援

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン

日
本
初
の
新
機
材
導
入

姫
路
城
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
広
域
観
光
ル
ー
ト

播磨圏域連携中枢都市圏
広域観光連携事業

食
や
産
業
観
光
な
ど
魅
力

関
西
地
区
の
報
道
関
係
者
に
Ｐ
Ｒ

芸
妓
が
踊
り
披
露

「
熱
海
を
ど
り
」

熱
海
市
で
４
月

〈〉

日
本
の
原
風
景
の
中
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
体
験
型
観
光
は
魅
力

的
だ
（
徳
島
県
）

　
シ
リ
ア
の
停
戦
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
経

済
の
低
迷
に
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
ゼ
ロ
金
利
も
経
済
に
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　
日
本
の
人
口
減
少
が
本
格
化

す
る
と
同
時
に
、
都
市
圏
へ
の

人
口
集
中
も
続
い
て
い
る
。
日

本
の
田
舎
は
ど
う
な
る
の
か
、

地
方
創
生
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連

携
協
定
）
は
農
山
漁
村
に
ど
ん

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
課
題

は
山
積
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
体
験

交
流
型
の
観
光
は
、
著
名
観
光

地
を
持
た
な
い
農
山
漁
村
で
も

大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
農
山
漁
村
生
活
体
験

（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型
の
民
泊
）

は
、
学
校
教
育
や
人
材
育
成
あ

る
い
は
外
国
人
の
修
学
旅
行
、

研
修
旅
行
の
需
要
が
拡
大
し
て

い
る
。
騒
音
、
ゴ
ミ
な
ど
の
モ

ラ
ル
や
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
宿

泊
者
の
行
動
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
民
泊
」
と

称
し
た
都
市
の
空
き
部
屋
貸
し

と
は
ま
っ
た
く
違
う
形
態
で
あ

り
、
そ
れ
ら
と
混
同
し
て
は
な

ら
な
い
。

　
し
か
し
、
体
験
交
流
を
目
的

と
す
る
教
育
旅
行
で
も
課
題
は

あ
る
。
受
け
入
れ
側
も
、
生
き

様
や
価
値
観
は
い
ろ
い
ろ
で
あ

る
。
そ
れ
が
個
性
で

良
い
部
分
も
あ
る

が
、
教
育
や
地
域
振

興
の
理
念
、
安
全
対

策
や
危
機
管
理
な
ど

の
情
報
は
共
有
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
定
以
上
の
品
質

管
理
の
た
め
に
も
、

各
地
で
１
年
に
１
回

は
受
け
入
れ
民
家
の

研
修
会
を
実
施
し
て

い
る
。
２
月
に
な
っ

て
か
ら
も
、
飛
鳥
、

標
津
、福
山
、松
浦
、

南
紀
州
、
須
崎
、
高
知
東
部
、

そ
ら
の
郷
、
南
信
州
な
ど
で


回
を
超
え
て
い
る
。
今
後
も
、

５
月
ま
で
各
地
で
実
施
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
損

害
賠
償
責
任
保
険
の
付
保
な

ど
、
空
き
部
屋
貸
し
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
万
全
な
受
け
入
れ

態
勢
で
あ
る
。

　
学
校
側
の
課
題
も
少
な
く
な

い
。
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、
受
け
入
れ
側
で
は
生
徒
の

顔
や
名
前
を
ブ
ロ
グ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
す
る

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
生
徒
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
ス
マ
ホ
）
で
家
庭
内
部
や

家
族
の
様
子
な
ど
を
撮
影
し
外

部
に
発
信
し
て
い
る
。
引
率
教

員
も
同
様
で
あ
り
、
過
去
に
問

題
に
な
っ
た
飲
食
店
内
で
冷
蔵

庫
に
入
っ
た
姿
を
発
信
し
た
レ

ベ
ル
と
変
わ
ら
な
い
。
旅
館
・

ホ
テ
ル
と
違
っ
て
、
暮
ら
し
の

営
み
が
あ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空

間
に
入
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

意
識
が
欠
如
し
て
い
る
。

　
ス
マ
ホ
は
滞
在
中
に
ゲ
ー
ム

に
没
頭
し
た
り
、
外
部
と
の
不

要
な
通
信
を
し
た
り
、
交
流
の

機
会
を
奪
っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ

ニ
の
場
所
を
検
索
し
て
夜
中
に

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
買
い
た
い
と

言
い
出
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
気
遣
い
を
阻
害
し

た
り
す
る
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い

る
。
機
器
が
悪
い
わ
け
で
は
な

く
、
使
い
手
の
人
間
力
の
低
下

が
問
題
で
あ
る
。
文
明
の
機
器

に
頼
ら
な
い
時
間
と
空
間
は
、

人
間
力
回
復
の
場
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。

　
（
体
験
教
育
企
画
社
長
・
藤

澤
安
良
）
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観
光
庁
は
２
月

日
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
中
核
と

し
て
期
待
さ
れ
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
組
織
）
の
確
立
を
支
援
す

る
候
補
法
人
の
登
録
制
度
で
、
第
１
弾
と
し
て

の
法

人
を
登
録
し
た
。
候
補
法
人
に
対
し
て
は
関
係
省
庁
と

連
携
し
て
重
点
的
な
支
援
策
を
打
ち
出
す
。

ぼ
う
ぜ
鯖

綾
部
山
梅
林

鍛
造
を
用
い
た
ア
イ
ア
ン

水
面
か
ら
顔
を
出
す
河
童

レストランＳＯＲＡ　ＮＩＷＡからの姫路城 　
播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市

圏
は
２
月

日
、
関
西
地
区

の
報
道
関
係
者
を
対
象
に
現

地
取
材
会
を
実
施
し
た
。

　
播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市

圏
は
、
兵
庫
県
の
８
市
８
町

（
姫
路
市
、
明
石
市
、
相
生

市
、
加
古
川
市
、
高
砂
市
、

加
西
市
、
宍
粟
市
、
た
つ
の

市
、
稲
美
町
、
播
磨
町
、
市

川
町
、
福
崎
町
、
神
河
町
、

太
子
町
、上
郡
町
、佐
用
町
）

で
構
成
。
総
務
省
の
新
た
な

広
域
連
携
モ
デ
ル
構
築
事
業

に
選
定
さ
て
い
る
。
同
圏
域

の
目
玉
事
業
で
あ
る
広
域
観

光
連
携
事
業
の
一
環
で
実
施

さ
れ
た
。

　
２
０
１
５
年
３
月

日

に
、
平
成
の
大
修
理
を
終
え

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
世

界
文
化
遺
産
・
姫
路
城
は
日

本
の
城
郭
と
し
て
年
間
入
場

者
数
の
最
多
記
録
を
更
新
。

同
圏
域
で
は
、
姫
路
城
目
当

て
の
観
光
客
を
圏
域
の
観
光

地
に
も
訪
れ
て
も
ら
う
モ
デ

ル
ル
ー
ト
６
コ
ー
ス
を
設

定
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成

し
て
い
る
。

　
今
回
の
現
地
取
材
会
で

は
、〝
姫
路
城
プ
ラ
ス
ワ
ン
〟

を
テ
ー
マ
に
、
「
Ｊ
Ｆ
ぼ
う

ぜ
姫
路
と
れ
と
れ
市
場
」

（
姫
路
市
）
、綾
部
山
梅
林

（
た
つ
の
市
）、レ
ス
ト
ラ
ン

「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
　
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ
」

（
姫
路
市
）、共
栄
ゴ
ル
フ（
市

川
町
）、辻
川
山
公
園（
福
崎

町
）、も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ

ー「
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
」

（
福
崎
町
）を
紹
介
し
た
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン

　
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
　
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ

　
世
界
遺
産
姫
路
城
を
目
の

前
に
望
む
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト

ラ
ン
。
姫
路
市
夢
前
町
に
あ

る
契
約
農
家
の
野
菜
や
姫
路

の
魚
介
類
を
使
う
こ
と
に
こ

だ
わ
る
。
姫
路
城
を
望
む
１

日
２
組
貸
し
切
り
の
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｆ
ぼ
う
ぜ

　
姫
路
と
れ
と
れ
市
場

　
姫
路
市
の
水
産
物
供
給
の

拠
点
で
あ
る
妻
鹿
漁
港
に
昨

年
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。
姫

路
の
海
で
と
れ
た
、
ぼ
う
ぜ

鯖
、
ぼ
う
ぜ
が
に
、
岩
牡
蠣

な
ど
新
鮮
な
魚
介
類
、
地
元

の
農
産
物
や
特
産
品
も
販

売
。
食
事
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

新
鮮
な
海
の
幸
を
そ
の
場
で

味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
綾
部
山
梅
林

　
農
事
組
合
法
人
黒
崎
梅
園

組
合
が
運
営
す
る

㌶
の
広

大
な
綾
部
山
広
陵
の
梅
林

で
、
海
の
見
え
る
梅
林
と
し

て
西
日
本
一
と
い
わ
れ
る
。

注
目
を
集
め
る
瀬
戸
内
海
の

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
。
今

年
の
観
梅
期
は
２
月

日
か

ら
３
月

日
ま
で
。
入
園
料

は
大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も

４
０
０
円
（
梅
ジ
ュ
ー
ス
ま

た
は
甘
酒
付
き
）
。

　
共
栄
ゴ
ル
フ

　
市
川
町
は
「
日
本
の
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
生
産
発
祥
の
地
」。

古
く
か
ら
の
日
本
刀
や
火
縄

銃
の
銃
身
の
製
造
技
法
の
鍛

造（
た
ん
ぞ
う
）を
用
い
た
ア

イ
ア
ン
ヘ
ッ
ド
を
製
造
、
販

売
し
て
い
る
共
栄
ゴ
ル
フ
で

工
場
見
学
が
で
き
る
。

　
見
学
内
容
は
、
鉄
の
丸
棒

か
ら
ア
イ
ア
ン
ヘ
ッ
ド
完
成

ま
で
の
全
工
程
に
及
ぶ
。
要

望
が
あ
れ
ば
、
ゴ
ル
フ
の
歴

史
、
鍛
造
の
特
徴
な
ど
の
講

義
も
受
け
ら
れ
る
。
事
前
の

予
約
が
必
要
。
見
学
は
月
～

土
曜
日（
日
・
祝
日
は
休
業
）、

時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５

時
。

　
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー

　
「
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た
」

　
福
崎
の
特
産
品
「
も
ち
む

ぎ
」
を
製
造
、
販
売
す
る
第

３
セ
ク
タ
ー
。
レ
ス
ト
ラ
ン

や
売
店
も
あ
る
。
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
も
ち
む
ぎ
や
福

崎
町
に
関
す
る
情
報
を
映
像

で
紹
介
。
時
間
帯
に
よ
っ
て

は
ガ
ラ
ス
越
し
に
製
造
工
程

の
見
学
も
で
き
る
。

　
辻
川
山
公
園

　
福
崎
町
は
民
俗
学
者
の
柳

田
国
男
氏
の
出
身
地
。
同
氏

の
自
叙
伝
「
故
郷
七
十
年
」

で
紹
介
さ
れ
た
地
元
の
河
童

伝
説
を
参
考
に
し
た
、
た
め

池
の
ほ
と
り
に
あ
る
兄
「
河

太
郎
（
が
た
ろ
う
）
」
の
像

と
、
水
面
か
ら
顔
を
出
す
弟

の「
河
次
郎（
が
じ
ろ
う
）」

が
人
気
と
な
っ
て
い
る
。
河

次
郎
は
午
前
９
時
～
午
後
５

時
の
毎
時
０
分
と

分
に
水

面
か
ら
姿
を
現
す
。

　
登
録
制
度
で
は
、
既
存
、

新
規
の
法
人
を
問
わ
ず
、
地

域
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
、
機
能

を
担
お
う
と
す
る
法
人
が
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
形
成
・
確
立
計
画
を

作
成
し
、
地
方
公
共
団
体
と

の
連
名
で
提
出
す
る
。
登
録

の
対
象
と
な
る
法
人
は
、
申

請
時
点
で
発
足
し
て
い
な
く

て
も
構
想
段
階
で
申
請
で
き

る
。

　
登
録
の
区
分
は
、
活
動
す

る
区
域
の
規
模
で
分
類
。
複

数
の
都
道
府
県
に
ま
た
が
っ

た
区
域
を
対
象
と
す
る
「
広

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
、
複
数
の

市
町
村
に
ま
た
が
っ
た
区
域

を
対
象
と
す
る
「
地
域
連
携

Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
、
単
独
の
市
町
村

を
区
域
と
す
る
「
地
域
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」
の
３
区
分
。

　
第
１
弾
と
し
て
は
、
広
域

連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
２
法
人
、
地

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

法
人
、

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

法
人
が
登

録
さ
れ
た
。
登
録
時
点
で
今

後
設
立
さ
れ
る
予
定
の
組
織

は
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
せ

と
う
ち
観
光
推
進
機
構
、
地

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
Ｄ
Ｍ
Ｃ
や

ま
が
た
、
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推

進
協
議
会
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

妙
高
観
光
推
進
協
議
会
、
小

諸
市
観
光
局
の
６
法
人
と
な

っ
て
い
る
。

　
登
録
法
人
に
対
し
て
は
、

観
光
庁
を
は
じ
め
関
係
省
庁

で
構
成
す
る
「
『
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
』
を
核
と
す
る
観
光
地

域
づ
く
り
に
対
す
る
関
係
省

庁
連
携
支
援
チ
ー
ム
」
を
通

じ
て
重
点
的
な
支
援
を
行

う
。
登
録
法
人
は
、
政
府
の

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
が
運
用
す
る
新
型
交
付

金
の
支
援
対
象
に
も
な
り
得

る
。

　
登
録
を
受
け
た
候
補
法
人

は
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評

価
指
標
）
を
設
定
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
、
最

低
年
１
回
、
取
り
組
み
に
関

す
る
自
己
評
価
を
実
施
し
、

観
光
庁
に
報
告
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
第
１
弾
の
登
録
は
、
１
月

末
ま
で
に
申
請
が
あ
っ
た
候

補
法
人
の
う
ち
要
件
を
満
た

し
た
も
の
を
登
録
。
次
回
第

２
弾
の
登
録
に
は
、
３
月


日
ま
で
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
る
。
要
件
や
申
請
方
法
は

観
光
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
【
向
野
悟
】

　
静
岡
県
熱
海
市
で
４
月


、

日
、
歴
史
あ
る
熱
海

の
芸
妓
の
華
や
か
な
踊
り
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
熱
海

を
ど
り
」
が
行
わ
れ
る
。
今

年
で

回
目
を
迎
え
る
。

　
熱
海
に
は
芸
妓
が
約
１
３

０
人
お
り
、
そ
の
中
の

人

が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
。
両
日
そ
れ
ぞ
れ
２
回

開
催
さ
れ
、常
磐
津
、端
唄
、

俗
曲
で
も
て
な
す
。

　
会
場
は
熱
海
芸
妓
見
番
歌

歌
舞
練
場
。

　
入
場
料
は
４
千
円
。
前
売

り
券
（
３
５
０
０
円
）
は
、

４
月

日
ま
で
に
熱
海
芸
妓

置
屋
連
合
組
合
で
販
売
す

る
。

◎
日
本
商
工
会
議
所

　
観
光
施
策
へ
の
提
言

　
日
本
商
工
会
議
所
は
、
国

の
観
光
施
策
へ
の
提
言
「
今

後
の
観
光
振
興
策
に
関
す
る

意
見
～
『
新
た
な
観
光
ビ
ジ

ョ
ン
』
策
定
へ
の
期
待
～
」

を
公
表
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
通
り

（
一
部
略
）
。

（
１
面
に
記
事
）

　
１

基
本
的
考
え
方（
略
）

　
２

現
状
認
識
（
略
）

　
３

今
後
の
重
点
的
な
観

光
施
策
の
展
開

　
（
１
）
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

課
題
と
対
応

　
近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
は
、
円
安
、
ア
ジ
ア
中

間
層
の
増
加
と
、
日
本
へ
の

関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

訪
日
ビ
ザ
発
給
要
件
の
緩
和

や
免
税
店
の
拡
大
な
ど
、
政

府
の
取
り
組
み
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
円

安
な
ど
の
外
部
要
因
は
一
時

的
な
可
能
性
も
あ
り
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
を
強

化
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
つ
い
て
、国
と
地
方
、

官
民
を
挙
げ
た
積
極
的
か
つ

早
急
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。

　
①
特
定
都
市
・
地
域
に
集

中
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
各

地
へ
の
分
散

　
観
光
を
地
方
創
生
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
特
定

都
市
に
偏
在
す
る
外
国
人
旅

行
者
を
、
全
国
各
地
に
分
散

・
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
震
災
復
興
の
観

点
か
ら
は
、
風
評
被
害
な
ど

の
影
響
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
率
が
低
調
な
、
東
北
地

方
へ
の
誘
客
を
一
層
強
化
す

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　
各
地
へ
の
旅
行
者
の
分
散

の
た
め
に
は
、
地
方
に
お
け

る
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入

れ
体
制
づ
く
り
と
地
方
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
。
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
認
知
度
が
高

い
観
光
地
は
、
東
京
、
富
士

山
、
大
阪
、
北
海
道
、
京
都

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。
地

域
を
よ
り
多
く
の
外
国
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

地
方
自
治
体
な
ど
が
比
較
的

低
コ
ス
ト
で
地
域
情
報
を
発

信
で
き
る
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ

ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
積

極
的
に
活
用
し
て
、
地
域
の

観
光
情
報
の
発
信
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　
ま
た
、
全
国
に

あ
る
空

港
の
積
極
的
な
活
用
も
必
要

で
あ
る
。
外
国
人
旅
行
者
が

地
方
空
港
を
利
用
し
て
各
地

に
直
接
降
り
立
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
、新
た
な
観
光
機
会
、

ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
る
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
増
加
に
取
り
組
む

地
方
空
港
に
対
し
、
着
陸
料

軽
減
制
度
を
適
用
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て
、
海
上
か
ら

の
日
本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
ク
ル
ー
ズ
船
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
地
方
港
へ
の
寄

港
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
外
国
人
旅
行
者
の
地
域

滞
在
時
間
を
十
分
に
確
保

し
、
各
地
で
の
観
光
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
海

運
会
社
、
自
治
体
お
よ
び
関

係
省
庁
が
協
力
し
て
Ｃ
Ｉ
Ｑ

の
手
続
き
の
一
層
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
や
、
旅
行
者
に
対

応
し
た
港
湾
施
設
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
地
方
創
生
に
係
る

新
型
交
付
金
の
積
極
的
な
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。

　
②
「
交
流
拠
点
都
市
」
の

構
築
に
よ
る
観
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
確
立

　
日
本
商
工
会
議
所
が
昨
年

５
月
に
取
り
ま
と
め
た
提
言

「
国
と
地
域
の
再
生
に
向
け

た
観
光
振
興
に
つ
い
て
」
で

は
、
全
国
各
地
域
へ
の
旅
行

者
の
分
散
・
拡
大
の
た
め
の

方
策
と
し
て
、
「
交
流
拠
点

都
市
」の
構
築
を
提
案
し
た
。

　
「
交
流
拠
点
都
市
」
は
、

地
方
空
港
や
高
速
道
路
、
高

速
鉄
道
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
、
優
れ
た
観
光
資
源
を
有

し
、
地
域
鉄
道
や
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
２
次
交
通

（
地
域
公
共
交
通
）
が
整
備

さ
れ
て
い
て
、
海
外
と
双
方

向
の
送
客
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
見
込
ま
れ
る
都
市
を
想
定

し
て
い
る
。
地
域
観
光
の
新

た
な
支
点
と
し
て
、
周
辺
地

域
を
含
め
た
観
光
圏
の
構
築

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
政
府
は
、
昨
年
認
定
し
た

七
つ
の
広
域
観
光
周
遊
ル
ー

ト
や
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
と
し
て
選
定
し
た
３
都
市

（
北
海
道
釧
路
市
、
石
川
県

金
沢
市
、
長
崎
県
長
崎
市
）

に
お
い
て
、
早
期
に
「
交
流

拠
点
都
市
」
を
指
定
す
る
べ

き
で
あ
る
。

　
③
国
際
情
勢
な
ど
に
左
右

さ
れ
な
い
多
様
な
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
拡
大

と
安
定
的
確
保

　
２
０
１
５
年
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の

・
９
％
が
、

東
ア
ジ
ア
〔
中
国
（
４
９
９

万
人
）
、
韓
国
（
４
０
０
万

人
）、台
湾（
３
６
８
万
人
）、

香
港
（
１
５
２
万
人
）
〕
か

ら
の
旅
行
者
で
占
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
同
年
の
外
国

人
旅
行
消
費
額
も

・
１
％

（
２
兆
５
０
１
６
億
円
）
が

東
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
特
定
地
域
に
依

存
し
た
誘
客
は
、
経
済
・
社

会
情
勢
に
よ
り
、
大
き
な
変

動
が
生
じ
る
可
能
性
を
有
し

て
お
り
、
安
定
的
な
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
と
旅
行
消
費

額
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

東
ア
ジ
ア
だ
け
に
頼
ら
な

い
、
欧
米
な
ど
多
様
な
国
か

ら
の
誘
客
を
、
戦
略
的
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
政

府
は
、
国
ご
と
の
ニ
ー
ズ
や

ト
レ
ン
ド
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
し
、
地
域
や
民
間
は
そ
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
観
光
先
進
国
で
あ
る

欧
米
か
ら
の
誘
客
は
、
長
期

滞
在
型
旅
行
商
品
の
開
発
や

文
化
資
源
の
活
用
促
進
な

ど
、
日
本
の
観
光
産
業
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す
る
も

の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　
④
受
け
入
れ
体
制
強
化
に

向
け
た
民
間
、地
方
自
治
体
、

政
府
の
役
割
の
明
確
化

　
地
域
が
自
ら
魅
力
あ
る
観

光
資
源
開
発
を
行
い
、
受
け

入
れ
環
境
整
備
を
進
め
、
他

地
域
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る

魅
力
の
多
様
化
や
広
域
・
周

遊
化
を
図
り
、
効
果
的
・
継

続
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

海
外
で
の
誘
致
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
、
民
間
や
地
域
の

努
力
の
み
で
は
限
界
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ

る
支
援
が
求
め
ら
れ
る
な
ど

国
、
地
域
、
民
間
が
そ
れ
ぞ

れ
の
観
光
振
興
の
取
り
組
み

を
加
速
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
な
お
、
旅
行
消
費
額
の
さ

ら
な
る
増
加
に
向
け
、
国
が

主
体
と
な
っ
た
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
の
誘
致
や
、
日
本
企
業
が

実
施
す
る
Ｍ
Ｉ
（
会
議
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
な
ど
）

な
ど
に
よ
り
、
誘
客
を
図
っ

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　
（
２
）
国
内
観
光
の
課
題

と
対
応

　
国
内
観
光
の
長
期
的
な
減

少
は
、

年
に
及
ぶ
デ
フ
レ

経
済
や
円
高
に
よ
る
日
本
人

の
海
外
旅
行
の
増
加
、
東
日

本
大
震
災
な
ど
外
的
要
因
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、

日
本
人
の
余
暇
の
過
ご
し
方

に
関
す
る
選
択
肢
の
多
様

化
、
団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅

行
へ
の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
、

地
域
の
観
光
産
業
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
遅
れ
な

ど
も
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。

　
国
内
観
光
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
資
源
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ル
ー

ト
の
開
発
、
商
品
化
、
効
果

的
な
情
報
発
信
な
ど
を
継
続

的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
、
見
る
観
光
か
ら
体
験
す

る
観
光
へ
の
シ
フ
ト
に
対
応

し
た
新
た
な
観
光
開
発
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
も
一

部
の
地
域
で
生
ま
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
国
内
観
光
に
お
い

て
は
、
季
節
的
・
時
期
的
な

需
要
格
差
が
激
し
く
、
そ
れ

が
観
光
産
業
の
安
定
雇
用
や

生
産
性
向
上
の
大
き
な
阻
害

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
国
を
あ
げ
て
休
暇
取
得

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る

な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

観
光
需
要
の
平
準
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
域
別
の
観
光

客
数
、
宿
泊
施
設
の
客
室
数

や
空
港
容
量
、
交
通
手
段
、

通
信
環
境
な
ど
、
正
確
な
基

礎
デ
ー
タ
の
整
備
が
不
可
欠

で
あ
る
。
政
府
は
、
こ
う
し

た
観
光
統
計
を
早
急
に
整
備

し
一
元
的
に
提
供
す
る
こ
と

で
、
各
自
治
体
の
実
効
性
あ

る
計
画
の
策
定
、
施
策
の
実

施
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　
な
お
、
観
光
産
業
に
お
い

て
は
、
泊
食
分
離
や
電
子
決

済
の
導
入
、Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
、

接
客
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

商
習
慣
の
改
善
や
経
営
改

革
、
生
産
性
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、雇
用
の
安
定
、

労
働
環
境
の
改
善
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

国
、
自
治
体
は
、
こ
う
し
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組

む
、
観
光
関
連
の
中
小
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
支
援
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
（
３
）
そ
の
他
今
後
検
討

が
必
要
な
課
題
（
略
）

以
上

　
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
（
熊
本

県
天
草
市
）
は
２
月

日
、

日
本
初
導
入
の
新
機
材
「
Ａ

Ｔ
Ｒ

‐
６
０
０
」
＝
写
真

＝
を
就
航
さ
せ
た
。
大
阪
国

際
空
港
で
は
、
出
発
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
の
齋
木

育
夫
専
務
取
締
役
は「
新
機

体
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
、イ
タ

リ
ア
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
・

ジ
ウ
ジ
ア
ー
ロ
氏
に
よ
る
洗

練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
。さ
ら

に
低
騒
音
、低
燃
費
、最
新
の

タ
ー
ボ
プ
ロ
ッ
プ
エ
ン
ジ
ン

機
だ
。外
観
は
こ
れ
ま
で
同

様
に
有
明
海
に
２
０
０
頭
い

る
野
性
の
イ
ル
カ
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
。く
ま
モ
ン
が
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
格
好
を
し

た『
も
ん
タ
ク
ロ
ー
ス
』も
あ

し
ら
っ
た
。末
長
く
ご
愛
好

い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
た
。

　
「
Ａ
Ｔ
Ｒ

‐
６
０
０
」

は
、
大
型
旅
客
機
と
同
じ
水

準
の
最
新
技
術
を
備
え
た
航

空
機
で
、
従
来
の
機
体
よ
り

９
席
増
え
、

人
乗
り
と
な

っ
た
。

　
機
体
の
愛
称
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
「
み
ぞ
か
号
」
。

「
み
ぞ
か
」
と
は
天
草
弁
で

「
か
わ
い
い
」と
い
う
意
味
。

好
評
だ
っ
た
従
来
の
機
体
か

ら
親
子
イ
ル
カ
の
デ
ザ
イ
ン

と
名
称
を
引
き
継
い
だ
。

　
現
在
は
、
天
草
―
福
岡
間

を
１
日
３
往
復
、
天
草
―
熊

本
経
由
―
大
阪
（
伊
丹
）
を

１
往
復
運
航
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
就
航
に
合
わ
せ
客

室
乗
務
員
と
カ
ウ
ン
タ
ー
女

性
ス
タ
ッ
フ
の
制
服
を
刷

新
。
新
機
体
に
合
わ
せ
た
ブ

ル
ー
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
黒
の

ス
カ
ー
ト
ま
た
は
ズ
ボ
ン
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
襟
に
は
黒
い

縁
取
り
の
デ
ザ
イ
ン
が
入

る
。
同
社
の
女
性
ス
タ
ッ
フ

が
中
心
と
な
り
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し

た
。


